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第178号（２面）2020年2月29日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





第155回(3月)例会 　　参加費：300円


消費増税後のアベノミクスと日本経済


のこれから 


お話：山家悠紀夫さん


日時：3月29日(日)13:30～


場所：教育会館201会議室





5･3 憲法集会2020 に参加しましょう！


�


第156回(5月)例会 　　　参加費：300円


　　　　　子どもたちの未来のた


　　　　　めに　教育と憲法を語る


　　　　　　　　お話：前川喜平さん


　　　　　　日時：5月4日(月･休)13:30～


　　　　　　場所：たづくり｢大会議場｣





第157回(6月)例会 　　参加費：300円


中学教科書･社会･道徳をめぐって


お話：鈴木 敏夫さん


日時：6月13日(土)13:30～


場所：たづくり8階｢映像シアター｣


＜たづくりまつり2020参加＞


６月12日(金)～14日(日)


　たづくり2回南ギャラリーで


　教科書問題の展示
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▼政権に距離を置き、足元から考える姿勢は必要ですね








・大島憲法の存在を初めて知りました。このような話合いが即刻持たれ、熱い討議が交わされたこと自体、日ごろの暮らしの自治の精神が根付いていたことを思わせます。厳しい生活環境で生きていくことは、人との結びつきをも強めますね。中央政権に対して距離を置いて足元から考える姿勢はいつの時代も必要ですね。（稲城市　平子美千代）





▼こつこつと調べた資料が勉強になった





・大島を分離しようという動きや、自分たちの憲法を作ろうという動きがあったことを知り、びっくりしました。こつこつと調べられた資料をみせていただき、勉強になりました。日本国憲法を「押しつけ」という人達に対する反証となった学習会でした。（調布ヶ丘　水谷文）





▼一歩一歩民主主義を獲得していきたい





・民主主義や立憲主義は先人が命がけで築いてくれたもの。一度築かれればいつまでも保たれると思っていた。しかし、今日の社会を見ると、崩れるのはアッという間である。再度築くにはまた大きな努力が必要となるだろう。そのことに気づいた人たちと共に、一歩一歩再度民主主義を獲得していきたい。（富士見町　岸塚雅雄）





▼憲法は一般市民が作ったこと、もっと知らせたい





・ありがとうございました。とても興味深く、いい学びになりました。一般市民が作った憲法（大島も日本国憲法も）だということを、もっとわかるべきですね。　（無記名）





▼大島憲法に驚きと尊敬を禁じ得ません





・五日市憲法は存じあげているが大島憲法は初めて耳にすること。資料の最後に毎日新聞のコピーが付いているが、私も毎日のＯＢとしてこんないい記事を書いた同僚後輩に敬意を表したい。新憲法と通底する大島憲法を地元先駆者が作っていたことに驚きと尊敬の念を禁じ得ない。講師は改憲を口にされたが、私も天皇制で始まる現憲法を否定する意思ははっきり持っている。しかし９条を有する現憲法を守ることを優先的に考え、改憲は、アベたちと一戦を交えるこれからのタイミングで口にすべきでないと申し上げたい。


　（染地　石塚勝）





▼日本国憲法の前に大島憲法があった！





・大島憲法は日本国憲法の前にあったということを今日のお話を聴いて初めて知りました。たいへん勉強になりました。ありがとうございました。調布にも憲法についてたくさんの影響があったこともわかりました。（富士見町　桃井幸子）





▼徴兵制が無くなって喜んだ青年団！





・大島憲法のことは知らなかったがとても参考になった。また、新憲法を「歓迎」した三多摩人の中で、青年団などが徴兵制がなくなったとして喜んだという話は印象に残った。


　　　（無記名）





▼憲法は一般市民が作った





・戦後の混乱の中で、振り回された大島の人たちはどんな思いだったのか、想像に余りある。それにしてもわずか53日の間にあれだけのものを作り上げた力の源泉は何だったか。優れたリーダーが居たことはお話でよくわかったが、６つの村が結束したのは、戦争中の苛酷な体験によるのだろう。人口１万人の島に兵隊１万６千人が駐留したということからも一端は推測できるが、当時の状況がもっと掘り起こされる必要があると思いました。（布田　石川康子）
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